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「蔵王いこいの里」
の運営を引き継い
だ岩川さん夫妻
（山形県上山市）

辺
り
一
面
に
広
が
る
銀
世

界
を
、
夕
闇
が
包
み
込
む
。

宮
城
・
山
形
の
県
境
を
走
る

蔵
王
連
峰
の
中
腹
に
ひ
っ
そ

り
と
立
つ
山
荘
。
食
卓
に
夕

食
の
ト
ン
カ
ツ
を
載
せ
た
皿

が
次
々
と
並
べ
ら
れ
、
一
つ

屋
根
の
下
で
暮
ら
す
九
歳
か

ら
三
十
五
歳
ま
で
の
男
女
八

人
が
声
を
そ
ろ
え
る
。
「
い

た
だ
き
ま
す
」
。
だ
が
、
そ

の
後
は
会
話
が
続
か
な
い
。

流
れ
作
業
の
よ
う
な
食
事
が

淡
々
と
進
ん
で
い
く
。

「
い
か
に
周
り
と
話
し
て

も
ら
う
か
、
気
を
使
っ
て
い

る
ん
で
す
け
ど
ね
」
。
八
人

の
「
親
代
わ
り
」
の
岩
川
耕

治
（
い
わ
か
わ
・
こ
う
じ
、

お
）
が
つ
ぶ
や
く
。

心
の
病
を
抱
え
不
登
校
や

引
き
こ
も
り
な
ど
に
な
っ
た

若
者
を
全
国
か
ら
引
き
取

り
、
規
則
的
な
共
同
生
活
を

の
里
」
。
観
光
客
向
け
の
山

荘
の
、
も
う
一
つ
の
顔
だ
。

二
十
数
年
前
に
両
親
が
始

め
た
活
動
を
、
岩
川
が
妻
の

智
帝
（
ち
え
、
3
4
）
と
受
け

継
い
で
丸
一
年
に
な
る
。

欠
席
の
子
は
誰
？

元
教
師
の
両
親
七
東
京
か

ら
山
形
に
移
り
住
ん
だ
こ

ろ
、
岩
川
は
小
学
四
年
生
。

家
の
中
に
常
に
家
族
の
ほ

か
、
心
の
病
を
抱
え
た
人
が

居
た
。
遊
び
相
手
に
事
欠
か

ず
「
嫌
と
感
じ
な
か
っ
た
」

が
、
大
学
卒
、

業
後
は
福
島
　
　
　
ヽ

持
ち
か
け
た
…
「
里
を
継
い
い
て
相
屈
し
た
時
。
「
懐
は

で
N
P
O
法
人
に
し
た
い
」
。
私
の
娘
も
…
⊥
。
登
段
は

リー■い、露

は
思
い
き
っ
て
妻
に
相
談
を
病
院
で
夫
の
「
転
職
」
登
妻
も
四
人
協
員
と
朝
か
ら

㌧

ほ
ぼ
付
き
っ
き
り

い
こ
い
の
里
は
そ
れ
ま
で
、

任
意
団
体
と
し
て
活
動
を
続

け
て
き
た
。
寄
付
や
国
か
ら

の
補
助
金
に
制
限
が
あ
り
へ

今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く

上
で
N
P
O
法
人
化
に
よ
る

経
営
基
盤
の
強
化
が
必
要
、

と
岩
川
は
考
え
た
。

し
か
し
妻
は
予
想
以
上
に

反
発
し
た
。
「
そ
ん
な
の
で

き
っ
こ
な
い
」
。
妻
の
念
頭

に
あ
っ
た
の
は
次
男
（
4
）

の
こ
と
。
生
ま
れ
つ
き
血
管

の
病
気
で
顔
に
大
き
な
赤
ア

ザ
が
あ
り
、
郡
山
の
病
院
で

定
期
的
に
レ
ー
ザ
ー
治
療
を

受
け
て
い
た
。
岩
川
が
会
社

を
辞
め
れ
ば
収
入
は
激
減
す

る
。
「
他
人
を
助
け
て
い
る

何
気
な
く
接
し
て
い
た
複
数

の
同
僚
か
ら
、
予
ど
も
の
不

ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど

悩
ん
で
い
る
こ
と

さ
れ
た
。
一
人
や
二

だ
Ⅷ
家
族
の
食
事
も
里
の
若

者
ら
と
共
に
し
て
い
る
。

生
活
費
は
一
人
月
額
約
十

五
万
円
。
五
百
人
以
上
が
数

カ
月
か
ら
孝
滞
在
し
、
里

を
巣
立
っ
蓋
。
相
変
わ
ら
ず

ヽ
一
r
．
L
T
二
才
幸
一
乙
を
E
E
l
．
）
、
」
ヽ
1
0

な
い
。
「
親
と
し
て
入
所
希
望
者
は
減
ら
な
い

し
た
ら
よ
い
の
か
」
。

最
近
は
十
濃
の
学
生
よ
り
も

訴
え
が
心
に
響
い

「
誰
か
が
や
ら
な
き
ゃ

い
の
か
も
」

成
人
し
た

若
者
が
増

あ
る
若

紅
十
、
三
十
代
の

て
い
る
。

は
毎
日
書
い
て

県
郡
山
市
の

旅
行
会
社
で

勤
務
、
団
体
　
　
　
　
」
′

場
合
じ
ゃ
な

い
」
。
二
児

の
母
親
で
も

あ
る
妻
の
、

通
芯
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
N

P
O
法
人
）
　
「
蔵
王
い
こ
い

旅
行
の
営
業

活
動
に
没
頭
し
た
。
「
家
業
」

を
継
ぐ
気
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
。意
識
が
変
わ
っ
た
の
は
中

学
校
な
ど
の
修
学
旅
行
を
担

当
し
始
め
て
か
ら
。
各
学
級

に
一
人
か
二
人
、
欠
席
者
が

い
る
の
が
引
っ
か
か
っ
た
。

あ
る
日
、
担
任
に
欠
席
す
る

子
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
二

年
生
の
後
半
か
ら
不
登
校
だ

か
ら
」
。
あ
き
ら
め
た
よ
う

な
言
い
方
に
違
和
感
を
覚
え

た
。両
親
の
殺
害
や
バ
ス
ジ
ャ

ッ
ク
事
件
な
ど
後
を
絶
た
な

い
少
年
犯
罪
も
目
に
付
い

た
。
報
道
な
ど
を
通
じ
て
知

る
髄
濱
者
の
多
く
は
、
社
会

か
ら
隔
絶
さ
れ
自
ら
の
殻
に

閉
じ
こ
も
っ
た
若
者
ら
。
「
里

に
来
る
子
た
ち
と
同
じ
か
も

し
れ
な
い
」
と
感
じ
た
。

入
社
十
年
目
の
春
、
宕
川

正
直
な
意
見

だ
っ
た
。

そ
れ
で
も
宕
川
は
説
得
を

続
け
た
。
長
男
と
し
て
、
年

老
い
て
い
く
両
親
の
こ
と
も

気
に
な
っ
た
。
や
が
て
少
し

ず
つ
妻
も
傾
き
始
め
る
。

看
護
師
と
し
て
勤
務
す
る

減
等
な
い
希
望
者

二
び
〇
六
年
末
、
岩
川
は

会
社
を
退
職
。
い
こ
い
の
里

の
子
ど
も
ら
に
食
事
の
世
話

を
す
る
た
め
約
九
カ
月
間
、

居
酒
屋
で
働
い
て
調
理
師
免

許
を
取
っ
た
。
そ
し
て
昨
年

三
月
、
宕
川
は
妻
と
二
人
の

息
子
と
山
形
に
戻
っ
て
き

た
。
次
男
が
治
療
を
受
け
ら

れ
る
病
院
も
近
く
に
見
つ
か

り
、
妻
も
納
得
し
て
く
れ
た
。

N
P
O
法
人
化
は
そ
の
二
カ

月
前
に
達
成
し
た
。

ズ
キ
ー
教
室
、
山
の
植
物
ノ

観
察
、
雪
か
き
…
…
。
若
者

ら
は
毎
朝
六
時
過
ぎ
に
起

床
、
夜
十
時
の
就
寝
時
間
ま

で
作
業
や
家
事
で
時
間
を
共

に
し
、
協
力
す
る
。
岩
川
も

逆合のも一い
る
日
記
腺
に
丁
寧
に
毎
日

の聞出

壷ミミ董

筆者音
で不す
余能が
白な、
を左そ
埋石の

め
尽
く
す

と
正
面
か

の
つ
ら
さ
恕
難
し
さ
」
を
痛

損
「
生
身
の
人
間

向
き
合
う
こ
と

章二」二二⊥巌榊〈　－

感
す
る
日

が
そ
れ
ぞ

に
抱
え
た

く
た
め
の

い
が
、
一

す
人
が
必

う
思
っ
て

同
。
取
り
除

せ
ん
″
は
な

解
き
ほ
ぐ
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ご
感
相

紆
。
夫
妻
は
そ

。
（
敬
称
略
）

■

－
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■

●

－
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■

l

l

t

－

」

ら
の
体
験
談
山

を
「
社
会

材
班
」
ま
で
、

フ
ァ
ク
ス
靂
0
3
・
3
2
7

9
・
5
5
畢
0
）
、
手
紙
、

（
s
h
註
a
i
＠
t

ei・CPjp）で

l
ヽ
l
＼
」
　
0

際航空貨物
ル　テ　ル

ら
れ
る
と
い
う
。

日
本
通
運
な
ど
十
数
社
は

自
前
の
航
空
機
を
持
た
ず
、

荷
主
か
ら
荷
物
を
集
積
し
て

国
際
航
空
貨
物
で
送
る
混
載

事
業
者
（
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
）
。

吹
佃
連
合
へ
E
U
J
や
米
国

日
本
通
運
な
ど
を
含
む
十
三

社
と
航
空
貨
物
運
送
協
会
に

立
ち
入
り
検
査
し
、
関
係
者

の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
進

め
て
き
た
。
事
前
通
知
に
対

し
て
各
社
か
ら
出
さ
れ
る
意

見
な
ど
を
検
討
し
た
う
え
、

み
ら
れ
る
。
調
査
官
は
ま
た
、

事
故
で
け
が
を
し
た
人
が
運

ば
れ
た
成
田
赤
十
字
病
院
で

入
院
中
の
乗
客
四
人
か
ら
も

事
故
発
生
時
の
様
子
を
聴

取
。
ま
た
成
田
空
港
で
同
航

空
機
の
運
航
を
支
援
す
る
地

ー
タ
な
ど

生
時
ま
で

飛
行
記
録
装
置

に
持
ち
帰
り
、

。
聴
取
内
容
や

当
日
の
気
象
デ

照
合
。
事
故
発

状
況
を
時
系
列

J


